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2

　  

下
部
地
区

　
　
＊
と
　
き
　
平
成
26
年
11
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　  

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

　
　
＊
会
　
場
　
下
部
地
区
公
民
館

　
　
＊
参
加
者
　
計
60
人

（
町
民
44
人
、
議
員
14
人
、
事
務
局
２
人
）

質

疑

応

答

提
言
・
意
見
・
要
望

　
　

統
廃
合
は
「
経
費
削
減
か
ら
も
必
要
だ
」

と
言
っ
た
議
員
も
い
る
が
、
多
額
の
経
費
を

必
要
と
す
る
中
学
校
建
設
と
の
整
合
性
は

あ
る
の
か
。　
　
　
　
（
常
葉
地
区　

男
性
）

　
　
「
中
学
校
新
校
舎
建
設
推
進
検
討
委
員

会
」
の
設
置
に
つ
い
て
の
意
見
書
で
あ
り
、

校
舎
の
耐
用
年
数
な
ど
を
考
え
れ
ば
更
な

る
補
強
工
事
等
が
必
要
と
な
り
、
仮
に
新

校
舎
建
設
に
な
っ
た
と
し
て
も
矛
盾
す
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
　

平
成
23
年
９
月
議
会
定
例
会
で
、
１
中

３
小
の
学
校
統
合
の
意
見
書
が
議
決
さ
れ

た
が
そ
の
内
容
は
。　
（
常
葉
地
区　

男
性
）

　
　

議
長
を
含
む
15
人
（
１
人
病
欠
）
に
よ

り
無
記
名
投
票
を
行
っ
た
。
結
果
は
、「
１

中
２
小
・
２
票
」、「
１
中
３
小
・
７
票
」、「
２

中
３
小
・
３
票
」、「
２
中
４
小
・
２
票
」
に

よ
り
「
１
中
３
小
」
と
な
っ
た
。

　
　
「
身
延
町
立
中
学
校
新
校
舎
建
設
推
進
検
討

委
員
会
に
関
す
る
意
見
書
」を
よ
り
強
固
な
も

の
に
す
る
た
め
、「
特
別
委
員
会
」の
設
置
に

つ
い
て
反
対
し
て
い
た
が
、そ
の
理
由
を
意
見

書
提
出
者
に
聞
く
。  　
（
常
葉
地
区　

男
性
）

　
　

で
き
る
だ
け
早
く
統
合
し
て
、
よ
り
よ
い

環
境
で
子
ど
も
を
学
ば
せ
た
い
た
め
。

　

身
近
な
議
会
の
実
現
と
議
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
議
員
が
議
会

の
運
営
状
況
や
課
題
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
、
町
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
意
見
や
要
望
を
聴
き
、
意
思
の
疎
通
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
も
身
延
の
地
盤
は

悪
い
。こ
の
よ
う
な
場
所
に
、子
ど
も
を
通
わ

せ
る
の
は
心
配
だ
。　

  

（
西
嶋
地
区　

女
性
）

○
10
年
前
、「
３
町
が
合
併
す
れ
ば
も
っ
と
よ
く
な

る
」と
い
う
こ
と
で
賛
成
し
た
が
、し
か
し
今
は

逆
で
あ
る
。特
に
下
部
地
区
は
悪
く
な
っ
て
い
る
。

　
　

こ
の
町
は
広
す
ぎ
、１
中
自
体
は
無
理
で

あ
る
。議
員
は
教
育
委
員
会
に
任
せ
す
ぎ
で

は
な
い
の
か
。「
23
年
に
１
中
３
小
が
決
ま
っ

た
」と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、な
ぜ
３
年
も
前

の
こ
と
踏
襲
す
る
の
か
。

　
　

早
川
町
、市
川
三
郷
町
は
学
校
を
残
す
こ

と
に
努
力
し
て
い
る
が
、こ
の
町
に
は
地
域
を

良
く
し
よ
と
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
も
な
く
、行
政
と

住
民
の
意
見
が
乖
離
し
て
い
る
。こ
の
地
域

の
住
民
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
そ
れ
を
活
か

し
て
ほ
し
い
。　
　
　

 

（
岩
欠
地
区　

男
性
）

○
通
学
時
間
、「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
30
分
で
良

い
」と
い
う
通
達
は
、文
科
省
で
は
出
し
て
い

な
い
。議
員
は
こ
の
こ
と
を
頭
に
イ
ン
プ
ッ
ト

し
、発
言
し
て
ほ
し
い
。（
常
葉
地
区　

男
性
）

○
通
学
時
間
も
環
境
の
ひ
と
つ
。学
校
統
廃
合
は

明
ら
か
に
環
境
は
悪
く
な
る
。「
良
い
環
境
で

学
ば
せ
た
い
」と
言
っ
て
い
る
が
、こ
の
こ
と

も
考
慮
し
て
ほ
し
い
。　
（
清
沢
地
区　

男
性
）

…膝を交えて意見交換…

Q1Q2 A1A2 懇談会の
目　　的

地域住民の声を聞く

Q3A3
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町民と議員との懇談会
　  

身
延
地
区

　
　
＊
と
　
き
　
平
成
26
年
11
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　  

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

　
　
＊
会
　
場
　
身
延
町
総
合
文
化
会
館

　
　
＊
参
加
者
　
計
37
人

（
町
民
22
人
、
議
員
13
人
、
事
務
局
２
人
）

質

疑

応

答

提
言
・
意
見
・
要
望

　
　

町
で
は
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
窓

口
無
料
化
を
実
施
し
て
い
る
が
、
県
の
制
度

変
更
で
11
月
か
ら
重
度
心
身
障
害
の
子
ど

も
が
窓
口
で
一
時
立
替
払
い
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
が
不
公
平
で
差
別
で
は
な
い
の
か
。

　
　

町
独
自
で
窓
口
無
料
に
で
き
な
い
の
か
。

（
豊
岡
地
区　

男
性
）

　
　

医
療
費
増
加
が
起
因
し
て
の
県
の
制
度
変

更
に
よ
る
も
の
だ
が
、町
で
実
施
す
る
に
は

町
内
外
の
医
療
機
関
と
の
協
議
協
力
が
必
要

に
な
り
、現
実
的
に
は
厳
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　

し
か
し
、
県
内
に
も
見
直
す
動
き
が
あ

る
の
で
、町
議
会
の
中
で
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

中
部
横
断
道
の
開
通
に
よ
り
交
通
の
利

便
性
は
飛
躍
的
に
向
上
す
る
の
で
、
身
延
町

の
文
化
・
歴
史
を
中
心
に
、
観
光
客
の
誘
致

策
と
し
て
、
魅
力
的
な
体
験
型
の
旅
行
を

創
出
し
た
ら
ど
う
か
。 （
豊
岡
地
区　

男
性
）

　
　

議
員
視
察
研
修
で
、
中
央
道
開
通
に
よ

り
町
の
活
性
化
に
繋
が
っ
た
事
例
を
研
修

し
て
き
た
。
今
の
意
見
も
参
考
に
し
て
、
こ

れ
か
ら
真
剣
に
検
討
し
、
町
の
活
性
化
の

た
め
に
役
立
て
た
い
。
中
部
横
断
道
の
開

通
に
む
け
、
更
に
観
光
事
業
を
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　　
　

他
に
、下
部
地
区
男
性
・
身
延
地
区
女
性

か
ら
小
中
学
校
統
廃
合
に
関
す
る
質
問
が
あ

り
ま
し
た
が
、下
部
地
区
の
懇
談
会
の
頁
に

同
類
の
質
疑
応
答
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

○ 

各
地
で
宅
地
分
譲
地
の
中
に
家
庭
菜
園
用
の

場
所
を
確
保
し
て
、
緑
と
住
宅
の
一
体
化
の

対
策
を
行
い
分
譲
し
て
い
る
所
も
あ
る
。

　

  　

住
宅
問
題
に
的
を
絞
っ
て
議
員
間
の
討
議

を
積
極
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

（
下
山
地
区　

男
性
）

○ 

丸
滝
分
譲
地
の
販
売
に
つ
い
て
、
若
い
人
に

住
ん
で
も
ら
い
た
い
な
ら
ば
、
年
齢
に
依
り

販
売
価
格
に
差
を
付
け
た
り
、
何
か
そ
れ
な

り
の
対
策
を
し
な
け
れ
ば
と
思
う
。

（
身
延
地
区　

女
性
）

○ 

丸
滝
分
譲
地
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
大
胆
な

提
言
を
し
て
、
議
員
と
し
て
積
極
的
に
努
力

し
て
ほ
し
い
。

 

（
大
河
内
地
区　

女
性
）

○ 

９
月
議
会
に
お
い
て
、
集
団
的
自
衛
権
の
憲

法
解
釈
変
更
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出
を
不

採
択
と
し
た
事
は
、
ま
ほ
ろ
ば
身
延
の
精
神

か
ら
考
え
て
も
と
て
も
残
念
で
あ
る
。

（
豊
岡
地
区　

男
性
）

○ 

下
山
の
富
士
川
河
川
敷
が
中
部
横
断
道
の
残

土
置
場
と
な
っ
て
い
る
。
残
土
置
場
の
将
来

活
用
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

（
下
山
地
区　

男
性
）

○ 

石
破
地
方
創
生
大
臣
の
「
少
子
化
対
策
に
親

と
の
近
居
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
。

若
い
世
代
と
親
の
世
代
が
近
く
に
住
め
る
状

況
づ
く
り
の
た
め
の
支
援
策
の
検
討
を
。

（
豊
岡
地
区　

男
性
）

…地域住民との対話集会…

Q1Q2 A1A2
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町民と議員との懇談会
　  

中
富
地
区

　
　
＊
と
　
き
　
平
成
26
年
11
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　  

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

　
　
＊
会
　
場
　
曙
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
＊
参
加
者
　
計
50
人

（
町
民
36
人
、
議
員
12
人
、
事
務
局
２
人
）

質

疑

応

答

提
言
・
意
見
・
要
望

　
　

身
延
町
丸
滝
分
譲
地
の
売
れ
行
き
状
況

と
販
売
促
進
の
対
応
は
。（西

嶋
地
区　

男
性
）

　
　

３
区
画　

販
売
済
み
、　

若
い
世
代
に
は

安
く
販
売
す
る
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
、
町

の
対
応
に
期
待
す
る
。

　
　

身
延
町
立
中
学
校
新
校
舎
建
設
推
進
に

関
す
る
意
見
書
に
賛
同
し
た
議
員
は
ど
う

思
っ
て
い
る
の
か
。　
（
静
川
地
区　

男
性
）

　
　

意
見
書
は
検
討
委
員
会
の
設
置
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

　
　

財
政
的
に
は　

国
庫
補
助
率
が
過
疎
法

の
適
用
で
55
％
の
補
助
、　

起
債
は
過
疎
対

策
事
業
債
で
１
０
０
％
充
当
可
能
で
あ
り

元
利
償
還
金
の
70
％
が
基
準
財
政
需
要
額

の
交
付
金
に
反
映
さ
れ
る
。

　
　

町
の
基
金
は
、
教
育
施
設
整
備
基
金
・

約
３
億
５
千
万
円
、
公
共
施
設
整
備
基
金
・

約
10
億
９
千
万
円
で
、
議
会
広
報
（
№
40
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

地
元
の
議
員
が
賛
成
し
て
い
る
理
由
は
。　

（
西
嶋
地
区　

女
性
）

　
　

多
く
の
生
活
の
知
恵
や
先
生
の
配
置
が

増
え
て
専
門
教
科
別
教
師
に
よ
る
教
育
が

受
け
ら
れ
る
。

　
　

災
害
に
あ
っ
た
と
き
中
学
校
へ
迎
え
に

行
け
な
い
。　
　
　
　
（
西
嶋
地
区　

女
性
）

　
　

教
育
委
員
会
に
状
況
に
応
じ
た
対
応
を

す
る
よ
う
に
求
め
る
。

意
見 　

私
が
中
学
生
の
時
に
中
富
中
学
校
に
統

合
さ
れ
た
。
今
ま
で
同
級
生
が
２
人
だ
っ

た
が
、
４
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
大
勢
の
友
達

が
出
来
て
非
常
に
良
か
っ
た
。
通
学
は
大

変
だ
け
れ
ど
も
学
校
に
い
る
時
間
が
大
切　

通
学
だ
け
を
問
題
視
す
る
の
で
は
な
く
学

校
で
過
ご
す
時
間
を
大
切
に
し
た
い
。

（
曙
地
区　

男
性
）

提
言 　
す
ば
ら
し
い
教
育
を
す
る
学
校
を
造
れ
ば

そ
こ
へ
通
い
た
く
な
る
。
そ
の
た
め
に
議
員

は
努
力
し
て
下
さ
い
。（
静
川
地
区　

男
性
）

意
見 　

災
害
が
あ
っ
た
と
き
不
安
。
今
こ
こ
が

子
育
て
し
や
す
い
か
ら
住
ん
で
い
る
。

（
西
嶋
地
区　

女
性
）

意
見　

小
中
一
貫
教
育
を
し
た
ら
ど
う
か
。

（
原
地
区　

男
性
）

意
見 　
子
育
て
し
や
す
い
身
延
町
に
し
て
欲
し
い
。

（
原
地
区　

男
性
）

意
見 　

も
う
少
し
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
ほ

し
い
。　
　
　
　
　

 

（
静
川
地
区　

男
性
）

意
見 　

子
供
た
ち
は
地
域
で
育
っ
て
い
る
。大

勢
が
い
い
と
は
言
え
な
い
。よ
い
子
に
育
つ

に
は
数
で
は
な
い
。  

（
静
川
地
区　

女
性
）

…活発な意見交換…

Q1Q3 Q2Q4 A1A3 A2A4
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町長行政報告

　
特
別
寄
付
、　

　
　
　  

2
億
円
を
頂
く

●
特
別
寄
付

　

ニ
プ
ロ
株
式
会
社
、
前
社

長
、
故
佐
野
實
様
が
生
前
「
一

般
財
団
法
人
み
の
る
」
と
い
う

名
称
で
、
蓄
財
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
浄
財
を
、
故
人
が
生
前
か

ら
「
出
身
の
身
延
町
へ
貢
献
を
」

と
い
う
ご
遺
志
を
親
族
が
継
承

さ
れ
、
こ
の
度
、
12
月
17
日
に
、

町
へ
大
枚
2
億
円
を
、
ご
寄
付

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
寄
付
者
の
善

意
に
報
い
る
た
め
に
「
佐
野
實

基
金
」
と
し
て
受
け
入
れ
さ
せ

て
頂
き
、
使
途
に
つ
い
て
は
、

ご
遺
志
に
沿
う
よ
う
、
若
者
の

育
成
や
住
民
福
祉
等
の
向
上
に

有
効
活
用
を
さ
せ
て
頂
く
予
定

で
あ
り
ま
す
。

●
経
常
収
支
比
率

　

本
町
の
経
常
収
支
比
率
は

72
・
3
％
と
な
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
一
般
財
源
の
確
保
は

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
か
な
い
中
で
、

引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
取
り

組
み
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
あ

ら
ゆ
る
努
力
と
工
夫
を
重
ね
、

経
常
的
経
費
の
節
減
・
節
約
を

行
う
よ
う
徹
底
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

●
平
成
27
年
度
予
算
編
成

　

26
年
度
で
地
方
交
付
税
合

併
算
定
替
え
が
終
了
し
、
27

年
度
か
ら
段
階
的
に
縮
減
が
始

ま
る
。
27
年
度
は
約
1
億
円
が

縮
減
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
に
入

れ
、
歳
入
・
歳
出
の
両
面
か
ら

事
務
事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し

を
行
う
。

　

ま
た
、施
策
の
優
先
度
を
厳

し
く
精
査
す
る
と
と
も
に
、限
ら

れ
た
財
源
の
重
点
的
、効
率
的

配
分
を
行
う
な
ど
、最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
予
算
を
編
成
す
る
よ
う
、

指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

●
丸
滝 

宮
の
前
団
地

宅
地
分
譲
事
業

　

6
月
か
ら
19
区
画
の
分
譲
を

開
始
し
契
約
済
み
3
区
画
、
検

討
中
が
1
区
画
で
あ
り
、
購
入

者
は
い
ず
れ
も
町
内
の
方
で
あ

り
ま
す
。

　

早
急
に
完
売
出
来
る
よ
う
、

宅
建
協
会
や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

に
も
チ
ラ
シ
を
配
布
し
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
子
育
て
支
援 

新
事
業

　

町
で
は
新
た
に
、「
病
児
・

病
後
児
保
育
事
業
」
と
「
町
立

保
育
所
に
お
け
る
土
曜
日
の
一

日
保
育
」
を
10
月
か
ら
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、「
病
児
・
病
後
児
保

育
事
業
」は
飯
富
病
院
の
ご
協

力
に
よ
り
、同
病
院
の
保
育
室

に
て
病
気
な
ど
の
状
態
に
あ
る

子
ど
も
を
預
か
る
事
業
で
あ
り
、

峡
南
地
域
と
し
て
は
わ
が
町
が

初
と
な
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
町
立
保
育
所
に
お

け
る
土
曜
日
の
一
日
保
育
」
は
、

10
月
に
は
1
人
の
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
子
育
て
の
皆
さ
ん

が
、
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
町
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。丸滝宮の前団地（19 区画中 3 区画契約済）

… 2 棟新建築開始 …

望
月
仁
司 

町
長
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芦
澤
健
拓
議
員

門
野
の
湯
は
掃
除
が
行
き

届
い
て
い
な
い
た
め
、
浴
槽

が
ぬ
る
ぬ
る
し
て
い
る
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
管
理

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。

身
延
支
所
長

浴
槽
の
掃
除
は
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
て
い
る
。
そ
の
他
に
つ
い

て
は
、
臨
時
職
員
が
行
っ
て

い
る
。
浴
槽
に
つ
い
て
は
一

日
置
き
に
清
掃
を
し
て
い
る

が
、
改
め
て
徹
底
す
る
よ
う

注
意
す
る
。

柿
島
良
行
議
員

下
山
地
域
と
久
那
土
地
域

に
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が

な
い
が
、
そ
の
対
応
を
聞
く
。

子
育
て
支
援
課
長

下
山
小
学
校
の
児
童
は
原

の
学
童
保
育
教
室
を
利
用
、

久
那
土
小
学
校
の
児
童
に

つ
い
て
は
、
西
嶋
地
区
の
学

童
保
育
教
室
を
利
用
し
て
い

る
。

松
浦
隆
議
員
　

西
嶋
保
育
所
を
閉
鎖
し
静

川
保
育
所
と
統
合
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
裏
が
急

傾
斜
地
で
そ
れ
で
西
島
小
学

校
と
の
安
全
性
を
考
え
た
場

合
に
、「
静
川
小
学
校
は
裏

が
急
傾
斜
地
で
危
な
い
」
と

い
う
こ
と
で
、
西
島
小
学
校

に
な
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
よ

う
な
気
が
す
る
が
問
題
な
い

の
か
。

子
育
て
支
援
課
長

静
川
保
育
所
の
建
っ
て
い

る
場
所
は
、
急
傾
斜
地
の
対

象
区
域
か
ら
外
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
広
島
法
明
議
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

件
、
土
曜
希
望
者
数
16
人
、

15
％
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
1
ヵ
所
で
の
開
設
の
検

討
は
。

子
育
て
支
援
課
長

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に

お
い
て
、委
員
の
中
か
ら
「
忙

し
い
時
代
に
お
い
て
も
、
で

き
る
だ
け
親
が
子
育
て
に
関

わ
る
時
間
を
割
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
」
と
の
考
え
か
ら
、

２
４
０
日
に
決
め
た
経
緯
が

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
提

案
は
今
後
検
討
を
し
て
い

く
。

川
口
福
三
議
員

静
川
保
育
所
と
西
嶋
保
育

所
の
統
合
は
、
保
護
者
の
承

諾
を
も
っ
て
統
合
す
る
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
は
当
然
な
こ

と
だ
と
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
学
校
統

合
に
関
し
て
は
、
地
域
住
民

の
反
対
多
数
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
今
回
条
例
案
が
提
出
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ

は
町
長
を
中
心
と
し
て
各
課

長
全
員
で
こ
れ
か
ら
の
「
身

延
町
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
展

望
と
い
う
も
の
を
話
し
合
っ

た
結
果
な
の
か
。

学
校
教
育
課
長

10
年
来
の
経
緯
等
を
踏
ま

え
て
教
育
委
員
会
は
こ
の
後

期
統
合
計
画
を
策
定
し
、
今

般
こ
の
改
正
条
例
を
提
出
す

る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

芦
澤
健
拓
議
員

土
木
費
の
道
路
新
設
改
良

費
公
有
財
産
購
入
費
に
つ
い

て
、
ど
こ
を
ど
れ
だ
け
用
地

を
取
得
し
た
の
か
。

建
設
課
長

中
部
横
断
道
建
設
に
伴

い
、
土
砂
の
搬
出
ル
ー
ト
と

し
て
、
国
は
町
道
田
原
宮
木

線
を
工
事
用
道
路
と
し
て
、

拡
幅
工
事
を
行
い
使
用
で
き

る
状
況
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

静川保育所から急傾斜地周辺の状況（切石地内）

12月のやり取り

所
有
者
不
明
の
土
地
に
つ
い

て
は
、
町
が
手
続
き
等
を
行

い
、
用
地
取
得
し
て
恒
久
に

町
道
と
し
て
残
る
よ
う
に
用

地
取
得
費
の
補
正
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

そ
の
場
所
は
、
下
田
原
か

ら
宮
木
へ
行
く
中
間
付
近
で

あ
る
。

今
の
地
目
は
山
林
で
、
面

積
は
２
４
２
１
平
方
メ
ー
ト

ル
を
買
収
す
る
予
定
で
予
算

計
上
し
た
。

質 疑 応 答

静川保育所
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議案に対する賛否 
（賛成 :○・反対 :×・棄権△）

深
澤　

勝

赤
池　

朗

田
中
一
泰

広
島
法
明

柿
島
良
行

芦
澤
健
拓

松
浦　

隆

福
與
三
郎

草
間　

天

川
口
福
三

渡
辺
文
子

伊
藤
文
雄

野
島
俊
博

河
井　

淳

●条例の制定について 平成 27 年 4 月から「子ども・子育て支援制度」導入に伴い、
学童保育についての設備や運営基準を定めるための制定。

　

●
議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

議案第８６号　身延町放課後児童健全育成事業の
設備及び運営に関する基準を定める条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●条例の一部を改正する条例について　

議案第８７号　
身延町立学校設置条例の一部を改正する条例

＊小中学校後期統合計画により、現在の７小４中を３小 
　１中に統廃合するための一部改正。 
＊中学校は平成 28 年 4 月１日に、小学校は平成 29 年 
　４月１日と平成 30 年 4 月 1日の２段階で行う。
○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × ○ ○

議案第８８号　
身延町立保育所条例の一部を改正する条例

平成 27 年４月１日に西嶋保育所を廃止するための一部改正
○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○

議案第８９号
身延町高齢者保養施設条例及び身延町下部温泉会
館条例の一部を改正する条例

入浴料金改正のための一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９０号
身延町国民健康保険条例の一部を改正する条例

国民健康保険運営協議会委員数の見直しと産科医療保
障制度の出産育児一時金の改正に伴う一部改正
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９１号
身延町簡易水道事業の設置等に関する条例等の 
一部を改正する条例

簡易水道事業の統合計画に伴い、湯平簡易水道と門野
簡易水道を大城簡易水道に統合するための一部改正
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９２号　
身延町キャンプ場条例の一部を改正する条例

利用料金等の改正のための一部改正
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９３号
身延町保育所における保育の実施に関する条例の廃止

平成 27 年４月からの「子ども・子育て支援新制度」関
係法令施行に伴い、保育所における保育の実施の基準
についての条例委任が廃止されたための条例の廃止
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●補正予算
議案第９４号 新町建設計画の変更について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第９５号 訴えの提起について　　※下欄参照 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案第９６号 平成２６年度身延町一般会計補正
 予算（第８号） • 増額 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第９７号 平成２６年度国民健康保険特別会
 計補正予算（第４号） • 増額 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９８号 平成２６年度身延町介護保険特別　 
 会計補正予算（第４号） • 増額 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９９号 平成２６年度身延町簡易水道事特 
 別会計補正予算（第４号） • 増額 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第100号 平成２６年度身延町農業排水事特 
 別会計補正予算（第３号） • 増額 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第101号 平成２６年度身延町下水道事業特
 別会計補正予算（第４号） • 増額 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第102号 平成２６年度身延町青少年自然の里 
 特別会計補正予算（第３号） • 増額 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※訴えの提起：介護保険に係る損害賠償請求の訴えを甲府地方裁判所へ提起する議案。
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討論
●教育厚生常任委員会委員長報告　議案第８７号　身延町立学校設置条例の一部を改正する条例に対する討論

●反対　渡辺文子議員
　この条例改正は、今の町立小学校の4中7小を1中3小にして
しまおうというもの。この広い身延町の中でたった1つの中学校、
そして3つの小学校にしてしまうことには無理があり、子どもた
ちや保護者の負担が増えることは目に見えている。そしてそれ
は学校を残してほしいという子どもたちの願い、安心して子ど
もを通わせることができる学校をという保護者の願い、地域に
学校があり、その子どもたちを地域みんなで育もうとしている
地域住民の願いを踏みにじるものである。
　これまでさまざまな意見、不安や不満、そして保護者からの不
同意が多く出されても教育委員会はまったく聞く耳を持たず、
子どもたちのために計画どおり進めると言い続けてきた。この

まま進むと28年4月に今の4つの中学校が身延中学校1つにな
ることになるが、わずか1年3 カ月足らずの短期間で子どもたち
が納得できる説明、学校間のさまざまな問題のすり合わせ、通学
経路など通学に関する問題などほかにもいろいろな問題がある
と思う。こういう問題をすべて解決して統合することができるの
でしょうか。こんな強引な統廃合が本当に子どもたちのために
なるとは思えない。
　今、地域や保護者を泣かせているが、28年4月に子どもたち
を泣かすことや苦しめることがないように責任を持った対応が
できるのか疑問です。この条例を決めることは、将来に禍根を残
すことになるため、この条例改正に反対する。

●賛成　柿島良行議員
　私は豊岡地区に居住しているが、豊岡小学校も平成22年3月
をもって統合され廃校となった。当時、豊岡地域の皆さまも地域
の衰退、いじめ、通学等、多くの心配の中で統合反対を強く訴え
ていた。そういう中で子を持つ保護者の皆さまが、今の子どもを
育てるためにやはり少なすぎるという認識のもとから、一日も早
くもう少し大勢の中で教育を受けさせたいとの強い思いの中か
ら教育委員会に申し出て統合を実現した経過もある。
　このとき、豊岡地域の皆さんも非常に反対していた。そういう
中で今、関係する地域の皆さまが声を大にしていろいろな理由で
反対している、そのことは十分承知をしていますし、よく理解を
しているつもりである。豊岡小学校が統合して4年経ちますが、
今、地域の皆さまの多くの人から統合のときにはいろいろなこと
を心配したけれども結果的にはあのとき統合して本当によかっ

たという声を、ほとんどの皆さまから聞いている。さらには豊岡
小学校の近くには相又町有住宅60戸があるが、現在60戸中59
世帯が入居している。小学校に通う子どもも統合時には6人であ
ったが、現在10人と増加しているのが現状である。
　教育は適正な人数の同級生、私なりに適正な人数とは大体15
人、20人ぐらいの中で行われるのが理想である。急激に児童生
徒が減少している現状、今後増加していく展望が見えていない
今、計画されている統廃合は必要であると思っている。
　今後においては、児童生徒の安全・安心の確保のために教
育委員会におかれましては通学問題、災害対策等、関係する皆
さまと十分話し合いながら最良の結論を出していただき、統合
した中でよい身延教育の環境づくりに努めていただくことを
要望する。

●賛成　広島法明議員
　学校統廃合については、いつの時代でも必ず賛否両論がある。議
員の中にも統廃合自体に絶対反対の議員、また時代の流れで統廃合
そのものの必然性は感じている議員も少なくないと思う。それと同
じく町民の皆さんにもいろいろな思い、考えがあると思う。教育環境
の中に通学時間の問題が大きくあるが、一番の重要性は学校生活で
はないでしょうか。学校内で過ごす時間は中学生だと7、8時間ぐら
い、その時間が充実したものになれば、現状より教育環境のアップに
つながる。もちろん通学時間を短縮する工夫、努力はお願いしたい。
　また教育委員会で示した切磋琢磨につきましても程度の問題
で、少人数でも切磋琢磨は可能だと思うが、社会人になったときに
より有効になる切磋琢磨は、ある程度の人数が必要だと考える。私
も小中学生を相手に昭和50年から40年近くスポーツ少年団で柔
道を指導しているが、少人数ではどうしても練習相手に限りがあ

る。指導するからには、強くたくましく成長してもらいたい。試合
でもよい成績をとってほしいと願っている。学校とは関係ないと
思われるが、切磋琢磨という点においては共通性があると考える。
そういった観点から今回の統廃合計画は、よき仲間・よきライバル
をある程度、多くすることにより将来社会人になったときに、より
有効になる切磋琢磨を体験・経験するチャンスだと思う。
　また、私は下山中学校の卒業生で、先月愛知県で同級会を開催
しましたが、それもある程度の同級生がいたからこそだと思う。
還暦を過ぎても気を許して飾ることなく、会話ができるのが小中
学生の同級生だと感じている。そういった意味でも数十年後のこ
とを考えて、もろもろのことを考えても今が大事かも知れないが、
将来のことも十分踏まえた上で今回の統廃合計画に関わる「身延
町立学校設置条例の一部を改正」する条例については賛成する。
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●反対　川口福三議員
　まずこの設置条例を進めるにあたって、行政側でまず聞く耳を持た
ない。行政はなんのためにあるのか。いわゆる今議会に提出された新
町の建設計画、新町誕生の時点に「やすらぎと活力ある開かれた町」と
いう理念のもとに新しい町が誕生した。これから進めようという計画
の中にも、安定したまちづくりのためには、まず地域に暮らす人々の視
点からのまちづくりが欠かせないというような項目もある。こうした新
町計画に逆行するような統合計画、今までの流れを顧みると、例えば学

校の先生が、子どもたちが理解できないまま勉強を進める一方的な形。
　22回開いた説明会においても町民の声も聞き入れず、なんら当
初の計画を変更することなく、今議会にこの条例案が提出されたと
いうことは、これからの町の将来を考えると不安である。少子高齢
化はもとより、これからのまちづくりを基本とした中で、学校教育も
併せて進めるべきではないのか。以上により、身延町立学校設置条
例の一部を改正する条例について、断固反対する。

●賛成　野島俊博議員
　歴史ある学校を閉じるのは地域にとって、それだけで大きな損
失である。しかし、年々学校規模が縮小している状況や、さらなる
少子化が見込まれる将来を考えれば、学校の配置を見直すのはや
むを得ないところであると思う。教育の原点を考え、教育環境を
整え、子供が将来世に出て更なる活躍ができるよう人づくりをし
てやるのが、私たちの務めであると考える。
　小学校の小規模化、クラスの少人数化はますます進む傾向にある。
そして、教室に見る小規模校の光と影、運動会や中学祭にみる光と影、
小規模校の利点を一言でいえば行き届いた指導が出来るということ
であるが、実はその裏に児童・生徒、相互の集団での生活による刺激
が少ないため、児童をたくましく育てることが難しいということが色
濃く漂っている。どうしても教育上座視できない様々な問題点がある
と考える。小規模校だからできる教育上の利点もあるが、しかし、小
規模校ではどうしても達成しにくい教育上の大切な目標もある。
　義務教育期、小・中学校では学力の取得とともに、友達をつくる

ことや、集団行動を身に付けることなどを学ぶ重要な時期でもあ
る。より多くの友達や教師と触れ合うことで、多様な価値観を学び、
豊かな人格形成に繋がると考えている。また、何より一定の児童・
生徒数を確保することで、教科担任制やクラス替えができる学級
規模が維持できる。そして、部活動や体育、音楽など集団で取り組
む活動も制限なしで済むし、なによりも部活をとおして多くの友達
また指導者とふれあい、社会へ出る一歩を学んで頂きたい。
　身延町の人口推計、平成22年国勢調査における、年少人口0 〜
14歳1,254人、それが、平成31年には、0 〜 14歳809人、特に生
産年齢人口減は、財政面において非常に厳しいが、これからを担う
若者の人口減は、それ以上に厳しく寂しいことである。
　以上により、子どもの将来を考えると、集団生活の中でコミュニケーシ
ョン上手からすべての面において無駄のない、張りのある生活をするこ
とが将来、仕事をミスなくやり遂げ、充実した毎日をおくれる人づくりこ
そこれからの社会に必要であり、統合もやむなしと考え賛成討論とする。

●賛成　深澤　勝議員
　通学距離、通学時間が保護者会の不同意の最大の要因である
と理解している。これを解消するために、町の中央に中学校建設
に向けた学校建設推進検討委員会を早期に立ち上げ、早期に学
校建設を推進するための意見書であり、これが町の最高議決機

関である町議会で議決されている。なお、先ほどこの議決を最大
限尊重し、町の中央に学校建設を中心として早急に協議・検討を
進める旨、代表者である教育委員長が先刻、表明したことは保護
者会に対する決意表明と捉え、本案件に賛成するものである。

●反対　松浦　隆議員
　前期統合計画においては、保護者から統合推進の要望書が出されたこ
ともあり私は賛成した。今回は、あの時とはまったく違う状況になって
いることをまずご理解いただきたい。当時の静川小学校と西島小学校の
統合の際、「教育委員会から強引な手法で合意させられた」、そのような
話を伺った。私は、その当事者と静川小学校の子どもたちに対して本当
に申し訳ない気持ちと、議員としての思料の足りなかったことを痛感し
後悔した。私は統廃合の必要性は十分に理解しており、後期統合計画で
の教育委員会の対応は、前期統合計画以上に強引な進め方ではないかと
感じている。そのことが一番の大きな問題だと訴えたいと思っている。
　その主な例を挙げると、各保護者会との意思の疎通を無視した書
面でのやりとりと、誠意の感じられない対応。22回の説明会での保
護者、住民の不安や疑問に対しての不明確な回答と不誠実な対応。
保護者の同意・不同意の回答の方法に対する不公平な教育委員会
の指示と、不同意が多い回答を無視した統合の決定。また、その決
定の理由として子どもたちの充実した教育環境の構築としていな
がら通学負担の多い校舎を選定した。また3町が合併した新身延町
においての不公平な校舎の設置。そして町の中央に中学校を建設す
るとした検討委員会の設置を求める意見書に対する抽象的な教育

委員会の回答とその内容に対する質問に対しての、一貫性のない答
弁、何よりも説明会等での統合計画の最終決定は議会であるとの発
言を、議会の採決権を隠れ蓑にして統合の決定を下した教育委員会
と執行権のある町長の責任の転嫁である。このことは議会を軽視し
たものである。一連の教育委員会の言動、対応を勘案すると到底納
得できるとは言いがたく何を目的にこの統合計画が進められるとし
ているのか、大きな疑問だけが残る状況である。
　大多数の北部の保護者が身延中への通学に反対している中、せ
めて保護者の意見を汲み上げ町の中央への校舎の建設の期日が決
定されるまでの暫定的な対応も視野に入れるべきではないか。議
員各位にはご自身の置かれた立場と議員の務めを再度認識してい
ただきたい。われわれ議員と身延町議会は町民に信託を受けて、そ
の結果この議場に席を置く身である。町民の意思を反映するのが
私たちの責務であり、今回の後期統合計画の結果に対し、身延町議
会への町民の目がこれまで以上に注視されると同時に、結果によ
っては議会に対する不信のみならず、行政全体に対する不信につ
ながるのではないかと考えている。町民の声を反映した良識ある
判断を議員各位に訴え、反対討論とする。
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総務産業建設常任委員会
委員長　柿　島　良　行

戸
別
受
信
機
の
集
落
公
民
館
へ
の
設
置
は

順
次
設
置
し
て
い
く
計
画
で
い
る

問

答

▽
一
般
会
計
補
正
予
算

問　

波
高
島
駅
便
所
設
置
費
が

計
上
さ
れ
て
る
が
位
置
は
。

答　
水
道
の
関
係
で
県
道
沿
い
の

消
火
栓
近
く
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

設
置
後
の
管
理
は
。

答　

維
持
管
理
費
用
は
町
で
支

出
し
、清
掃
等
の
管
理
は
地

元
波
高
島
区
に
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問　

観
光
費
の
広
告
料
の
増
額

で
、全
国
に
向
け
て
の
観
光

Ｐ
Ｒ
も
必
要
だ
が
、町
内
へ

の
Ｐ
Ｒ
も
必
要
で
は
。

答　

町
内
、町
民
へ
の
周
知
に

も
努
め
る
。

問　

町
税
還
付
金
の
増
額
補
正

の
内
容
は
。

答　

修
正
申
告
に
よ
る
も
の
と

年
金
支
給
額
変
更
に
伴
う
還

付
金
で
あ
る
。

問　

元
下
山
駐
在
所
の
解
体
費

用
が
計
上
さ
れ
た
が
県
の
所

有
で
は
な
い
の
か
。

答　

昭
和
63
年
に
県
よ
り
町
へ

譲
与
さ
れ
た
。

問　

跡
地
利
用
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　

民
間
へ
の
売
却
を
含
め
検

討
す
る
。

問　

防
災
行
政
無
線
で
、下
部

地
区
へ
の
発
信
・
受
信
状
況

は
ど
う
か
。

答　

基
本
的
に
は
中
継
局
経
由

等
で
、身
延
山
か
ら
の
発
信
を

想
定
し
て
い
る
。し
か
し
山
間

地
等
の
受
信
状
況
が
悪
い
場

所
は
戸
別
ア
ン
テ
ナ
等
で
全

町
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に

設
置
し
て
い
く
。

問　

防
災
無
線
戸
別
受
信
機
の

集
落
公
民
館
等
へ
の
設
置
を

考
え
て
い
る
か
。

答　

集
落
公
民
館
や
消
防
詰
所

等
公
共
施
設
へ
、順
次
設
置

し
て
い
く
計
画
で
い
る
。

問　

常
葉
地
区
の
医
師
住
宅
の

不
動
産
鑑
定
評
価
費
用
が
計

上
さ
れ
た
が
、他
に
町
が
所

有
す
る
売
却
で
き
る
土
地
を

把
握
し
て
い
る
か
。

答　

現
在
、売
却
で
き
る
状
態
の

土
地
は
町
内
に
７
カ
所
あ
る
。

（
意
見
・
要
望
）

・
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
希
望
者

に
も
土
地
情
報
を
提
供
し
て

い
く
よ
う
に
。

・
空
き
家
希
望
者
は
、
家
庭
菜

園
が
出
来
る
農
地
も
求
め
る

人
が
多
い
。
荒
廃
農
地
を
再

生
し
、
貸
し
出
す
く
ら
い
の

考
え
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

▽ 

高
齢
者
保
養
施
設（
門
野
の

湯
）条
例
の
一
部
改
正

問　
こ
れ
ま
で
無
料
で
利
用
し
て

い
る
70
歳
以
上
の
方
は
、今
後

い
く
ら
の
負
担
に
な
る
の
か
。

答　

27
年
４
月
か
ら
２
０
０
円

の
負
担
を
お
願
い
す
る
よ
う

に
な
る
。

問　
有
料
化
に
よ
る
利
用
者
数
の

落
ち
込
み
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

燃
料
費
の
高
騰
、運
営
費

の
増
大
な
ど
の
理
解
を
求

め
、健
康
保
持
の
た
め
利
用

者
増
加
に
努
め
る
。

問　

誰
で
も
利
用
で
き
る
施
設

な
の
だ
か
ら
、町
営
温
泉
の

よ
う
な
名
称
変
更
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

答　

検
討
し
た
が
、今
回
は
現
状

ど
お
り
が
良
い
と
判
断
し
た
。

問　

高
齢
者
へ
の
回
数
券
や
下

部
温
泉
会
館
と
の
共
通
利
用

券
の
発
行
を
考
え
て
る
か
。

答　

回
数
券
の
発
行
は
考
え
て

い
る
。ま
た
、下
部
温
泉
会
館

の
共
通
利
用
回
数
券
の
発
行

も
検
討
し
て
い
く
。

（
意
見
・
要
望
）

・
70
歳
以
上
の
方
へ
、受
益
者
負

担
に
つ
い
て
の
周
知
を
徹
底

し
て
ほ
し
い
。

▽
新
町
建
設
計
画
の
変
更

問　

将
来
の
推
定
人
口
が
示
さ

れ
て
い
る
が
見
通
し
は
。

答　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

５
年
間
延
長
の
変
更
だ
が
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
だ
と
思

う
。人
口
減
少
対
策
に
つ
い

は
、鋭
意
努
力
し
て
い
く
。

（
意
見
・
要
望
）

・
定
住
対
策
は
政
策
室
の
み
な

ら
ず
、職
員
が
知
恵
を
絞
り
、

政
策
室
を
中
心
と
し
た
体
制

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

・
町
民
の
意
見
や
提
言
を
募
集

し
、取
り
入
れ
て
い
く
体
制
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
。

委 員 会 レポート
下
部
支
所
関
係

観
光
課
関
係

政
策
室
関
係

身
延
支
所
関
係

政
策
室
関
係

総
務
課
関
係

税
務
課
関
係

財
政
課
関
係

ＪＲ身延線波高島駅舎・トイレ（写真左）



11

教育厚生常任委員会
委員長　芦　澤　健　拓

学
童
保
育
、
大
河
内
地
区
の
利
用
方
法
は

施
設
へ
は
送
迎
車
、
帰
り
は
保
護
者

問

答

▽ 
身
延
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定

問　

身
延
学
童
保
育
の
定
員
が

25
人
に
対
し
て
登
録
児
童
数

が
77
人
、
平
均
利
用
児
童
数

が
55
人
、
今
回
の
条
例
で
は

５
年
経
過
措
置
を
設
け
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。

答　

身
延
学
童
保
育
は
、
大
河

内
小
児
童
と
身
延
小
児
童

が
利
用
し
て
い
る
が
、
大
河

内
小
児
童
に
つ
い
て
は
学
校

近
辺
に
施
設
確
保
を
検
討
す

る
。

▽ 

身
延
町
立
保
育
所
条
例
の
一

部
改
正

問　

保
護
者
か
ら
の
要
望
で

統
合
は
わ
か
る
が
、
若
い
人

が
帰
っ
て
く
る
受
け
皿
と
し

て
、
西
嶋
保
育
所
を
廃
園
で

な
く
休
園
に
で
き
な
い
か
。

答　

廃
園
後
の
施
設
有
効
利
用

の
要
望
が
あ
り
、
町
と
し
て

子
育
て
支
援
に
役
立
つ
よ
う

利
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

施
設
利
用
に
当
た
り
、
駐

車
ス
ペ
ー
ス
等
、
最
低
限
の

改
修
は
必
要
と
考
え
て
い
る

た
め
、
休
園
で
は
な
く
廃
園

と
し
て
い
る
。

▽ 

身
延
町
立
学
校
設
置
条
例
の

一
部
改
正

問　

身
延
小
と
大
河
内
小
だ

け
、
な
ぜ
30
年
の
統
合
な
の

か
。

答　

当
面
複
式
学
級
が
発
生
し

な
い
こ
と
と
、
統
合
の
混
乱

を
避
け
る
た
め
。

問　

一
般
質
問
の
回
答
で
、
身

延
中
学
校
建
設
推
進
検
討
委

員
会
の
早
期
立
上
げ
の
意
見

書
に
つ
い
て
「
全
面
改
修
も

あ
り
得
る
」
と
の
答
弁
が
あ

っ
た
が
、
意
見
書
の
内
容
は

「
町
の
中
央
に
中
学
校
建
設

に
向
け
、
検
討
委
員
会
を
早

期
に
立
上
げ
、
早
期
建
設
の

推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
」
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　

こ
の
意
見
書
は
、
町
の
最

高
決
定
機
関
の
議
会
で
議
決

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
意
見
書
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

検
討
委
員
会
設
置
に
関
し

て
は
、
本
年
９
月
25
日
付
け

で
議
会
議
長
か
ら
教
育
委
員

長
に
な
さ
れ
た
議
会
の
「
意

見
書
」
が
発
端
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

議
会
の
議
決
は
こ
れ
を
最

大
限
尊
重
す
る
の
は
当
然
で

あ
り
、
意
見
書
に
基
づ
き
、

生
徒
が
通
学
す
る
に
至
便
な

町
の
中
央
部
な
ど
へ
の
校
舎

新
築
を
柱
に
し
、
検
討
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

問　

統
合
後
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

の
提
示
は
。

答　

学
校
長
と
協
議
し
、
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し

努
力
す
る
。

身延福祉センター（身延町波木井）

委 員 会12 月
定 例 会

子
育
て
支
援
課
関
係

学
校
教
育
課
関
係
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ここが聞きたい！

松浦　　隆 議員

新
中
学
校
建
設
推
進
検
討
委
員
会
の
設
置
時
期
は
い
つ
頃
か

平
成
27
年
６
月
を
目
途
に
設
置
を
進
め
た
い

問　

高
校
再
編
問
題
の
進
捗
状

況
は
。

教
育
長　

県
教
育
委
員
会
は
関

係
者
の
意
見
を
踏
ま
え
、
北

部
、
南
部
に
各
１
校
配
置
す

る
検
討
を
し
て
い
る
。

問　

県
教
育
委
員
会
に
町
か
ら

要
望
は
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

県
教
育
委
員
会
の
計

画
が
検
討
段
階
の
た
め
、
要

望
等
は
し
て
い
な
い
。

問　

高
校
再
編
と
小
中
学
校
統

廃
合
の
関
連
は
。

教
育
長　

一
見
す
る
と
、
県
と

町
の
計
画
期
間
が
似
通
っ
て

見
え
る
が
偶
然
で
あ
る
。

　
　

県
と
町
の
計
画
は
干
渉
し

あ
う
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
。

問　

県
と
の
調
整
や
話
し
合
い

は
あ
っ
た
の
か
。

教
育
長　

調
整
や
打
ち
合
せ
等

は
し
て
い
な
い
。

問　

生
徒
数
が
大
幅
に
減
少
し

て
い
る
。
１
中
計
画
で
使
用

す
る
校
舎
は
中
富
中
学
校
で

も
可
能
だ
と
思
う
が
。

教
育
長　

教
室
の
数
と
面
積
か

ら
考
え
る
と
身
延
中
学
校
だ

け
と
は
言
え
な
い
が
、
生
徒

数
だ
け
で
な
く
体
育
館
、
グ

ラ
ン
ド
等
の
教
育
施
設
を
考

慮
す
る
と
、
身
延
中
学
校
が

適
当
だ
と
考
え
る
。

問　

各
保
護
者
会
に
身
延
中
学

校
以
外
の
情
報
を
示
し
て
、

同
意
・
不
同
意
を
求
め
る
べ

き
で
は
な
か
っ
た
か
。

学
校
教
育
課
長　

細
か
い
内
容

は
伝
え
る
機
会
が
な
か
っ
た

が
、
ご
質
問
の
生
徒
数
の
減
少

は
説
明
会
を
通
し
て
十
分
果

た
し
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。

問　

後
期
統
合
計
画
が
可
決
さ

れ
た
場
合
、
他
町
の
学
校
へ

の
通
学
は
可
能
か
。

学
校
教
育
課
長　

統
合
を
理
由

に
、
他
町
の
学
校
へ
通
学
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

問　

県
内
で
前
例
が
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
。

学
校
教
育
課
長　

そ
の
事
例
は

承
知
し
て
い
る
が
、基
本
的

に
町
が
義
務
教
育
を
行
う
た

め
の
費
用
等
の
関
係
も
あ
り
、

越
境
入
学
や
就
学
区
域
の
変

更
等
は
認
め
ら
れ
な
い
。

問　

新
中
学
校
建
設
推
進
検
討

委
員
会
の
設
置
の
時
期
は
。

教
育
委
員
長　

平
成
27
年
６
月

を
目
途
に
設
置
の
努
力
を
し

て
い
き
た
い
。

問　

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築
に

対
す
る
町
の
考
え
は
。

町
長　

総
合
計
画
の
将
来
像

の
実
現
の
た
め
、
中
部
横
断

道
の
早
期
完
成
と
、
町
全
体

を
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
さ
せ
る

『
鎮
守
の
森
』
構
想
の
推
進

で
、
人
口
減
少
の
抑
制
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問　

社
会
人
口
減
少
率
の
抑
制

に
対
す
る
町
の
考
え
は
。

町
長　

中
部
横
断
道
の
開
通
に

よ
り
、
通
勤
時
間
の
短
縮
で

通
勤
エ
リ
ア
が
広
が
り
、
職

業
選
択
の
幅
が
拡
大
さ
れ

る
。

　
　

さ
ら
に
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
が
変
化
し
て
い
き
、

若
者
の
定
住
に
繋
が
る
と
考

え
る
。

一 般 質 問
学校統廃合問題

問

答

中部横断自動車道施行状況
（仮）「身延インター」・（仮）「常葉川橋橋脚」

高
校
再
編
問
題
と

小
中
学
校
統
廃
合
の
関
連
は

統
合
後
の
中
学
校

使
用
校
舎
は

他
町
の
学
校
へ
通
学
は

可
能
か

建
設
推
進
検
討
委
員
会
は

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
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問　

丸
滝
、
宮
の
前
宅
地
分
譲

事
業
で
造
成
し
た
、
19
区
画

の
販
売
状
況
と
今
後
の
見
通

し
は
。

政
策
室
長　

現
在
の
所
、
3
区

画
が
契
約
済
で
あ
り
1
区
画

が
検
討
中
で
あ
る
。

問　

過
日
の
町
民
と
議
員
と
の

懇
談
会
に
お
い
て
、
思
い
切

っ
た
販
売
促
進
に
大
き
な
期

待
を
よ
せ
て
い
た
、
販
売
促

進
の
た
め
政
策
的
取
り
組
み

を
検
討
す
る
考
え
は
。

政
策
室
長　

人
口
減
少
問
題
を

国
も
筆
頭
に
挙
げ
て
い
る
た

め
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

問　

町
有
地
に
は
、
す
で
に
宅

地
化
さ
れ
て
い
る
遊
休
地
も

あ
り
、
こ
れ
ら
有
効
活
用
を

図
り
、
た
と
え
2
・
3
区
画

で
あ
っ
て
も
分
譲
す
る
こ
と

に
よ
り
流
出
人
口
の
歯
止
め

策
と
し
て
取
り
組
む
考
え

は
。

政
策
室
長　

町
有
地
が
点
在

し
、
既
に
宅
地
化
さ
れ
て
い

る
土
地
も
数
件
あ
り
、
こ
れ

ら
を
積
極
的
に
売
却
し
て
い

き
た
い
。

問　

26
年
2
月
の
豪
雪
は
想
定

外
の
経
験
か
ら
、
各
集
落
の

住
民
が
手
の
届
く
場
所
に
災

害
備
蓄
品
等
を
保
管
さ
れ
た

く
お
願
い
し
て
き
た
そ
の
後

の
対
応
は
。

総
務
課
長　

町
内
23
ヵ
所
の

防
災
備
蓄
倉
庫
に
保
管
し
て

い
た
が
2
月
の
豪
雪
を
踏
ま

え
、
非
常
食
や
毛
布
が
配
備

さ
れ
て
い
な
い
避
難
所
等
11

ヵ
所
に
新
た
に
配
備
し
町
内

34
ヵ
所
に
分
散
し
て
保
管
。　

　
　

新
た
な
11
ヵ
所
の
保
管
場

所
は
、
西
嶋
分
館
、
原
分
館
、

飯
富
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

桜
清
水
集
会
所
、
和
田
農
作

業
準
備
休
憩
施
設
、
下
大
島

多
目
的
集
会
所
、
帯
金
多
目

的
集
会
所
、
下
部
温
泉
会
館
、

波
高
島
集
会
場
、
長
塩
集
会

所
、
三
保
寿
楽
の
湯
。

問　

身
延
町
地
域
防
災
計
画
に

雪
害
対
策
を
加
え
る
必
要
性

を
訴
え
て
き
た
が
、
そ
の
後

の
対
応
は
。

総
務
課
長　

山
梨
県
防
災
会
議

に
お
い
て
災
害
対
策
本
部
の

設
置
基
準
の
見
直
し
等
が
承

認
さ
れ
、
各
市
町
村
の
防
災

担
当
者
及
び
、
各
首
長
へ
の

説
明
が
な
さ
れ
た
、
こ
れ
を

受
け
て
身
延
町
地
域
防
災
計

画
に
、
雪
害
対
策
を
加
え
る

作
業
を
進
め
て
い
る
。

問　

新
た
な
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
雪
害
の
為
、
消
防

団
の
出
動
要
請
も
あ
り
う
る

か
。

総
務
課
長　

道
路
の
除
雪
は
各

道
路
管
理
者
の
責
任
に
よ
り

対
応
す
る
た
め
消
防
団
の
出

動
要
請
は
し
な
い,

し
か
し

人
命
に
係
わ
る
緊
急
時
に
は

出
動
要
請
も
あ
り
う
る
。

問　

道
路
の
除
雪
作
業
は
、
各

地
域
の
建
設
業
者
に
依
頼
し

て
い
る
が
、
西

嶋
地
区
か
ら
建

設
業
者
が
無
く

な
る
と
聞
い
て

い
る
西
嶋
集
落

内
の
除
雪
依
頼

は
、
既
に
調
整

済
で
あ
る
の
か
。

建
設
課
長　

町
道

の
除
雪
に
つ
い

て
は
身
延
町
道

路
除
雪
要
項
に

よ
り
実
施
、
除

雪
路
線
２
５
８

路
線
１
９
２
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で

あ
り
町
内
27
の

建
設
業
者
と
毎
年
委
託
契
約

を
結
び
実
施
し
て
い
る
。
西

嶋
集
落
内
の
除
雪
も
例
年
の

路
線
を
中
富
地
区
内
の
建
設

業
者
に
委
託
済
で
あ
る
。

　
　

な
お
、
除
雪
作
業
は
積
雪

5
セ
ン
チ
以
上
と
規
定
さ
れ

て
い
る
。

分
譲
地
の
販
売
促
進
に
政
策
的
取
り
組
み
を

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

深澤　　勝 議員

分譲地販売促進

問

答

新たに配備された備蓄品（中富地区原分館）

一 般 質 問

災
害
用
備
蓄
品
に
つ
い
て

除
雪
作
業
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問　

災
害
時
要
援
護
者
避
難

支
援
事
業
の
ス
ム
ー
ズ
な
導

入
、
展
開
に
向
け
た
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

福
祉
保
健
課
長　

大
規
模
災
害

時
、
行
政
の
手
が
細
部
に
行

き
届
か
な
い
場
面
も
十
分
想

定
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
と

き
頼
り
に
な
る
の
は
地
域
の

助
け
合
い
、
共
助
の
力
。

　
　

こ
の
観
点
か
ら
災
害
時

要
援
護
者
登
録
台
帳
に
つ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
地
域
の
防

災
組
織
等
へ
提
示
す
る
と
と

も
に
、
日
常
の
見
守
り
活
動

を
通
じ
た
状
況
把
握
や
災
害

時
の
情
報
伝
達
、
避
難
援
助

な
ど
支
援
計
画
を
地
域
で
考

え
て
い
た
だ
き
、
要
援
護
者

の
命
を
守
る
行
動
に
繋
げ
て

い
た
だ
く
方
向
に
力
点
を
置

い
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

問　

本
町
に
お
け
る
避
難
場
所

一
覧
、
八
木
沢
集
落
の
皆
さ

ん
の
避
難
場
所
は
帯
金
多
目

的
集
会
施
設
。
ま
た
八
木
沢・

大
垈
の
皆
さ
ん
の
避
難
地
と

し
て
帯
金
多
目
的
集
会
所
前

を
指
定
し
て
い
る
が
そ
の
考

え
は
。

総
務
課
長　

避
難
地
や
避
難
場

所
の
指
定
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
安
全
で
安
心
し
て
避
難

で
き
る
場
所
を
選
定
し
て
い

る
が
、
地
域
の
実
情
に
合
せ

な
が
ら
避
難
場
所
や
避
難
地

の
検
討
を
行
う
。

【
そ
の
他
の
質
問
】　

※
自
主
防
災
・
地
域
連
携
力
の

強
化
に
つ
い
て

※
防
災
力
向
上
の
た
め
町
民
と

の
共
有
の
考
え
は

※
峡
南
地
域
の
防
災
力
強
化
戦

略
の
必
要
性
は

※
地
域
の
消
防
防
災
体
制
の
強

化
に
つ
い
て

※
学
校
防
災
力
ほ
か　

災
害
時
要
援
護
者
避
難
事
業
の
導
入
は

地
域
と
協
働
で
進
め
た
い

問

答

地域防災力の向上

野島　俊博 議員

① 　昭和 34 年 8 月台風 7 号災害　
　　旧帯金小学校付近の被害の様子
　　帯金　深沢瀞氏提供

② 平成 23 年 9 月　台風 12 号による県道 9 号線
の様子（帯金地内）富士川の水位が上がり泥之
沢川が逆流し県道が水没

一 般 質 問

　

過
去
の
こ
の
流
域
で
の
災
害
は
、
昭
和
34
年
の
台
風

７
号
に
よ
る
被
害
、
富
士
川
の
氾
濫
に
よ
る
水
害
（
写

真
①
）、
平
成
16
年
の
台
風
22
号
、
帯
金
八
木
沢
間
県

道
９
号
線
が
路
肩
決
壊
、
約
１
カ
月
通
行
止
め
。

　

昨
年
２
月
の
大
雪
で
は
、
急
傾
斜
地
に
立
つ
大
木
が

根
こ
そ
ぎ
崩
れ
、
高
圧
線
で
か
ろ
う
じ
て
止
ま
っ
て
い

た
。

　

県
道
９
号
線
、
帯
金
・
八
木
沢
間
の
通
行
規
制
雨
量

は
１
２
０
㎜
で
あ
る
。
以
上
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

八
木
沢
地
区
の
皆
さ
ん
が
帯
金
に
避
難
す
る
こ
と
は
リ

ス
ク
が
多
す
ぎ
、
危
険
を
伴
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

要
望
：
地
域
外
避
難
と
し
て
自
宅
か
ら
避
難
道
を
通
り
、

時
間
を
要
す
る
場
所
へ
の
避
難
、
指
定
避
難
所
へ
の
避

難
等
々
が
あ
る
。こ
れ
ら
の
評
価
基
準
に
よ
る
行
動
と
、

こ
れ
を
し
て
い
く
た
め
に
は
避
難
先
の
安
全
性
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
な
い

か
、
避
難
先
の
災
害
に
対
す
る
強
度
は
満
足
で
き
る
も

の
か
。
避
難
路
の
安
全
性
は
ど
う
か
、
避
難
途
中
の
土

砂
災
害
の
危
険
性
は
あ
る
か
な
ど
も
考
慮
し
避
難
場
所

の
指
定
を
お
願
い
す
る
。

○ 

昨
年
の
台
風
18
・
19
号
で
の
「
防
災
み
の
ぶ
」
の
避

難
場
所
の
設
置
は
良
か
っ
た
。

（
下
山
地
区
公
民
館
を
指
定
）
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一 般 質 問

問　

小
規
模
校
の
学
校
教
育
に

つ
い
て
、
ど
う
い
う
感
想
を

持
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

率
直
に
言
っ
て
活
気

が
な
い
。
あ
ふ
れ
る
歓
声
と

か
人
影
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ

な
い
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

問　

切
磋
琢
磨
と
は
、「
友
達

な
ど
が
互
い
に
励
ま
し
あ
い

努
力
向
上
す
る
」
と
い
う
意

味
だ
が
、
少
人
数
だ
か
ら

切
磋
琢
磨
が
な
い
と
言
う
の

か
。

教
育
委
員
長　

切
磋
琢
磨
も
程

度
問
題
で
あ
る
。
小
規
模
校

に
は
切
磋
琢
磨
の
場
が
少
な

い
と
思
う
。

問　

切
磋
琢
磨
の
程
度
問
題
と

は
何
か
。

教
育
委
員
長　

一
定
規
模
が
絶

対
に
必
要
と
考
え
る
が
、
そ

の
程
度
に
つ
い
て
実
証
は
で

き
な
い
。

問　

不
同
意
の
保
護
者
に
誠
意

あ
る
対
応
を
行
わ
な
い
ま
ま

議
会
に
委
ね
る
理
由
は
。

教
育
委
員
長　

教
委
は
保
護
者

に
誠
心
誠
意
、
文
書
で
答
え

て
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。

議
決
後
は
統
合
準
備
に
万
全

を
期
し
、
不
同
意
の
保
護
者

の
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
。

問　

誠
心
誠
意
、
回
答
し
て
き

た
と
い
う
が
、
保
護
者
に
は

伝
わ
っ
て
い
な
い
。

　
　

22
回
の
説
明
会
で
、
ど
れ

だ
け
の
町
民
に
統
合
計
画
を

伝
え
ら
れ
た
か
検
証
し
て
い

る
か
。

教
育
長　

説
明
会
、
計
画
書
の

配
布
等
で
、
十
分
伝
わ
り
、

成
果
は
あ
っ
た
と
思
う
。

問　
「
町
の
中
央
に
１
中
を
建

設
す
る
た
め
の
推
進
検
討
委

員
会
設
置
の
意
見
書
」
に
対

す
る
見
解
を
改
め
て
聞
く
。

教
育
委
員
長　

委
員
会
は
、
町

長
と
協
議
し
て
発
足
準
備
に

入
り
、
27
年
6
月
を
目
途
に

立
ち
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

審
議
結
果
を
町
長
に
申
し
入

れ
て
次
に
進
む
。

問　

町
長
は
、
曙
小
学
校
の

廃
校
時
に
中
富
町
長
だ
っ
た

が
、
曙
地
区
の
各
戸
に
説

明
し
て
歩
い
た
と
聞
い
て
い

る
。

　
　

今
、
学
校
問
題
は
教
委
の

権
限
と
責
任
の
範
囲
で
、
町

長
部
局
は
無
関
係
と
言
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
反
対

が
あ
る
の
に
そ
れ
で
い
い
の

か
。

町
長　

当
時
、
三
町
合
併
協
議

会
で
曙
小
の
よ
う
な
小
規
模

校
を
新
町
に
受
け
入
れ
る
の

は
困
難
と
言
わ
れ
、
教
委
と

は
別
に
三
町
合
併
の
見
地
か

ら
説
得
に
あ
た
っ
た
。

　
　

学
校
教
育
の
問
題
は
町
長

か
ら
切
り
離
し
、
中
立
性
・

独
立
性
が
保
証
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

問　

学
校
行
事
に
参
加
し
た
感

想
は
。

町
長　

子
ど
も
が
大
変
少
な
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

問　

子
ど
も
が
少
な
い
、
人
口

が
減
少
す
る
と
い
う
の
は
、

町
長
部
局
の
問
題
だ
が
、
学

校
を
残
し
た
い
と
い
う
思
い

は
町
長
に
は
な
い
の
か
。

町
長　

子
ど
も
を
ど
う
増
や
す

か
、
人
口
を
ど
う
す
る
か
は

本
町
だ
け
の
問
題
で
な
く
国

を
含
め
て
の
問
題
で
あ
る
。

要
望
事
項　

来
春
か
ら
の
新

教
育
委
員
会
制
度
に
お
け
る

教
育
長
に
は
、
公
平
公
正
で

リ
ベ
ラ
ル
な
人
物
を
選
任
し

て
ほ
し
い
。

小
規
模
校
に
切
磋
琢
磨
は
な
い
の
か

切
磋
琢
磨
に
も
一
定
規
模
の
集
団
が
必
要
と
考
え
る

芦澤　健拓 議員

学校統廃合問題

問

答

「切磋琢磨」の集大成
（下部小中共催「五条ヶ丘音楽会」の全員合唱）
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問　

学
校
統
合
問
題
も
最
終
段

階
に
入
っ
た
。
一
番
心
配
さ

れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
の
町
づ

く
り
で
あ
る
。
学
校
統
合
と

今
後
の
町
づ
く
り
は
。

教
育
長　

児
童
生
徒
が
勉
学
、

健
康
、
技
術
を
習
得
す
る
た

め
学
校
を
と
お
し
て
、
町
づ

く
り
の
一
端
を
担
っ
て
い
く
。

問　

新
町
の
理
念
は
、「
や
す

ら
ぎ
と
活
力
あ
る
開
か
れ
た

町
」
で
あ
る
。
行
政
を
司
る

以
上
は
、
町
の
理
念
の
基
に
、

計
画
や
説
明
会
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。
町
民
の
理
解
が
無

い
中
で
進
め
よ
う
と
す
る
行

政
で
あ
り
、
登
校
拒
否
等
が

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
責
任

は
誰
が
取
る
か
。

教
育
長　

仮
定
の
話
、
ま
た
個

人
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、

お
答
え
で
き
な
い
。

問　

統
合
に
よ
り
、
町
の
人
口

が
減
る
要
素
と
な
る
と
思
う

が
。

教
育
長　

私
は
そ
う
は
思
わ
な

い
。

問　

町
の
混
乱
が
起
き
る
、
越

境
通
学
問
題
等
、
こ
れ
か
ら

の
改
善
策
は
あ
る
か
。

教
育
長　

後
期
統
合
計
画
を

推
進
す
る
形
に
変
わ
り
は
な

い
。

問　

行
政
と
し
て
の
権
威
、
権

力
と
い
う
か
、
国
で
は
閣
議

決
定
し
た
消
費
税
問
題
も
先

送
り
し
た
。
国
よ
り
権
力
が

あ
る
地
方
行
政
と
思
わ
れ
る

が
、
変
え
る
予
定
は
な
い
か
。

教
育
長　

今
、
わ
が
町
の
教
育

委
員
会
が
や
る
べ
き
こ
と
は

こ
れ
だ
と
い
う
信
念
を
持
っ

て
進
め
て
い
る
。

問　

議
会
議
決
後
の
新
校
舎
建

設
委
員
会
の
立
ち
上
げ
に
お

い
て
意
見
書
で
は
中
央
へ
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
確
約
を
。

教
育
委
員
長　

中
身
に
つ
い
て

は
、
白
紙
の
状
態
で
委
員
会

で
検
討
を
お
願
い
す
る
。

問　

意
見
書
を
議
決
し
た
の

は
、
新
校
舎
は
中
央
で
議
決

し
た
。

教
育
長　

身
延
中
を
大
規
模
改

修
す
る
か
、
違
う
所
へ
移
す

か
、
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
。

問　

意
見
書
は
あ
く
ま
で
も
中

央
へ
と
、
あ
の
意
見
書
は
出

し
て
あ
る
。

学
校
教
育
課
長　

意
見
を
い
た

だ
い
た
以
上
は
、
誠
意
を
持

っ
て
対
応
し
た
い
。

問　

中
部
横
断
道
の
完
成
後

の
観
光
客
受
け
入
れ
と
、
観

光
に
対
す
る
基
本
政
策
を
伺

う
。

観
光
課
長　

中
部
横
断
自
動
車

道
の
完
成
に
よ
り
、
多
く
の

人
が
訪
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
、
今
後
、
町
民
総
ガ
イ
ド

運
動
の
浸
透
、
人
材
育
成
を

行
っ
て
い
く
。

学
校
統
合
と
今
後
の
町
づ
く
り
は

学
校
を
使
っ
た
教
育
の
場
と
し
て
町
づ
く
り
の
一
端
を
担
う

中
部
横
断
自
動
車
道
施
行
状
況
「
富

士
川
第
一
橋
梁
」

（
大
島
地
内
よ
り
撮
影
）

身
延
町
大
島
地
内
「
湯と
う
べ
っ
と
う

別
当
」・
南

部
町
「
中
野
地
内
」
間
に
架
か
る
橋

問

答

学校統廃合問題

川口　福三 議員

一 般 質 問

新
校
舎
建
設
検
討
委
員
会

設
置
意
見
書
の
重
視
を

中
部
横
断
道
完
成
後
の

観
光
政
策
は
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一 般 質 問

渡辺　文子 議員

地
域
に
学
校
を
残
す
こ
と
が
、多
く
の
町
民
の
願
い

学
校
の
実
情
を
考
え
た
結
果
で
あ
る

問　

子
ど
も
の
思
い
、
親
の
願

い
、
住
民
の
思
い
が
今
回
の

条
例
改
正
に
ど
う
活
か
さ
れ

た
の
か
。

教
育
委
員
長　

見
解
の
相
違

が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
教

育
環
境
の
悪
化
に
目
を
つ
ぶ

り
、
例
え
ば
地
域
の
た
め
に

子
ど
も
た
ち
だ
け
を
担
保
に

し
よ
う
と
い
う
考
え
に
は
同

意
で
き
な
い
。

　
問　

子
ど
も
た
ち
が
、
町
長
や

教
育
委
員
長
に
手
紙
を
出
し

た
が
。

教
育
委
員
長　

内
容
が
情
緒

的
、
感
情
的
な
も
の
が
多
い
。

　
　

子
ど
も
に
問
う
こ
と
が
無

理
だ
っ
た
と
思
う
。

問　

子
ど
も
た
ち
の
思
い
や
親

の
不
安
な
ど
、
住
民
が
何
を

言
っ
て
も
統
合
あ
り
き
で
、

計
画
ど
お
り
進
め
る
と
い
う

行
政
で
い
い
の
か
。

教
育
委
員
長　

よ
り
良
い
学

校
環
境
、
学
習
環
境
を
求
め

る
と
い
う
こ
と
が
根
本
に
あ

る
。

問　

通
学
時
間
、
通
学
距
離
も

教
育
環
境
の
ひ
と
つ
で
、
明

ら
か
に
悪
く
な
る
。

教
育
委
員
長　

子
ど
も
た
ち
の

社
会
性
は
、
大
勢
の
仲
間
と

交
わ
る
こ
と
で
育
つ
の
で
、

理
解
し
て
欲
し
い
。

問　

地
域
づ
く
り
と
学
校
存
続

は
一
体
で
あ
り
、
地
域
に
小

学
校
は
残
す
べ
き
だ
と
多
く

の
町
民
は
思
っ
て
い
る
。
地

域
の
学
校
を
支
え
る
力
が
あ

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
学
習

が
出
来
る
。

教
育
委
員
長　

学
校
が
二
の
次

に
な
っ
て
い
る
。
学
校
の
実

情
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、

地
域
に
従
属
さ
せ
る
こ
と
に

疑
問
を
持
つ
。

問　

学
校
が
あ
る
こ
と
が
地
域

づ
く
り
の
上
で
希
望
に
な
る

し
、
拠
点
で
も
あ
る
。
子
ど

も
た
ち
も
地
域
を
知
り
、
大

人
た
ち
と
関
わ
り
、
地
域
に

愛
着
を
持
つ
。
地
域
に
学
校

が
あ
る
こ
と
を
教
育
的
見
地

か
ら
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
委
員
長　

小
さ
い
学
校
が

地
域
と
非
常
に
強
く
関
わ
っ

て
や
っ
て
き
て
い
る
経
過
は

知
っ
て
い
る
が
、
教
育
課
程

の
問
題
と
し
て
学
ぶ
状
況
を

今
よ
り
も
良
い
も
の
に
し
た

い
。

問　

久
那
土
か
ら
隣
町
の
六
郷

に
越
し
た
方
に
話
を
聞
い
た

が
、
統
合
す
る
と
学
校
が
遠

く
な
る
し
、
市
川
三
郷
町
長

は
学
校
を
潰
さ
な
い
と
言
っ

て
い
る
の
で
引
っ
越
し
た
と

言
っ
て
い
た
。
住
み
た
く
な

る
町
づ
く
り
に
は
、
学
校
が

近
く
に
な
い
と
無
理
だ
と
思

う
が
。

町
長　

学
校
だ
け
で
は
な
く
、

交
通
事
情
も
検
討
す
る
中
で

若
者
が
住
め
る
町
を
つ
く
り

た
い
。

学校統廃合問題

問

答

久那土小学校
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姉
妹
都
市
協
定
を
結
ん
で
い

る
千
葉
県
鴨
川
市
の
議
会
議
員

が
、
26
年
５
月
に
改
選
さ
れ
、

本
町
に
改
選
後
、
初
め
て
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
町
に
な
り
、
20
年
２
月
に

新
た
に
姉
妹
都
市
協
定
を
締
結

し
て
以
来
、
議
員
間
の
交
流
を

続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
産
業
、
文
化
、
教
育

な
ど
の
各
分
野
で
様
々
な
交
流

を
行
い
、
友
好
を
深
め
て
き
て

い
る
。

　

一
日
目
は
、
対
面
式
、、
交
流

会
を
行
い
、
両
市
町
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

二
日
目
は
、
身
延
駅
前
し
ょ

う
に
ん
通
り
の
視
察
と
身
延
山

久
遠
寺
を
参
拝
し
た
。

　

議
会
と
し
て
も
、
両
市
町
が

信
頼
と
友
好
関
係
を
深
め
、
身

延
町
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
充
実
し
た
交
流
の
発
展
を
願

っ
て
い
る
。

　
鴨
川
市
議
会
議
員
が親

善
訪
問

訪
問
日
　
26
年
11
月
20
日
〜
21
日

臨時会・組合議会
議会名 定例・臨時 開催日 案　　　件

第３回身延町議会 臨時会 11月５日（水）
・身延町立中学校新校舎建設推進検討委員会設置に関する特別委員会の設置について 
・２６年度一般会計補正予算（第５号 )

第４回身延町議会 臨時会 11月28日（金）

・職員給与条例の一部改正 
・町長の給与及び旅費条例の一部改正 
・教育長の給与等及び旅費に関する条例の一部改正 
・専決処分の承認の件（平成２６年度一般会計補正予算（第６号））

飯富病院組合議会
臨時会

10月８日（水）・議長選挙の件　　　　　　　　　　　　　  （議長に松浦隆議員）
11月25日（火）・職員の給与に関する条例の一部改正

定例会 12月18日（木）・２６年度事業会計補正予算（第２号）

峡南衛生組合議会
定例会 10月24日（金）

・２５年度一般会計決算認定の件 
・し尿処理場の設置及び管理に関する条例の一部改正 
・２６年度一般会計補正予算（第１号 ) 
・公平委員の選任について

臨時会 11月28日（金）
・職員給与条例の一部改正 
・２６年度一般会計補正予算（第２号 )

峡南広域行政組合議会

定例会 １0月24日（金）

・専決処分の承認の件（平成２６年度一般会計補正予算（第１号）） 
・２５年度一般会計決算認定の件 
・２５年度介護保険特別会計決算認定の件 
・２５年度峡南ふるさと市町村圏特別会計決算認定の件 
・高規格救急自動車及び高度救命処置用資機材の売買契約締結の件

臨時会 11月26日（水）
・職員給与条例の一部改正 
・２６年度一般会計補正予算（第２号 ) 
・２６年度介護保険特別会計補正予算（第１号）

山梨県後期高齢者
医療広域連合議会

定例会 10月28日（火）

・議会運営委員の選任について 
・２５年度一般会計決算認定の件 
・２５年度特別会計決算認定の件 
・２６年度一般会計補正予算（第１号） 
・２６年度特別会計補正予算（第１号） 
・公平委員の選任について

…対  面  式… …「身延駅前しょうにん通り」を視察…
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◆表紙について（№40− p1）

�•�秋晴れにさわやかな子ども達がよ
かった。多くの子ども達が、身延町
で育ってくれることを願う。

◆町長行政報告（№40−p12）
•�簡単明瞭だが、もっと熱い内
容を期待したい。
•�定住促進対策の方法に婚活支
援も必要だが、若者が働ける場
所を町として考える必要があ
ると町民の多くが思っている。
•�婚活支援事業の成果を知りたい。

◆質疑応答（№40− p4〜 5）

•�議員が町の経費について真摯
に取り組んでいることがよく
わかる。和紙の里の人件費が
900 万円超えているが、施設
の収入との対比が聞きたい。
和紙文化が無形遺産に登録さ
れた今、もう少し審議しても
らいたい。
•�収入超過の役場職員２人の問
題、現在の状況はどうなのか。
通知をしてからの追跡調査の
結果を知りたい。

◆町政全般についての意見、要望等
•�人口減少対策として、若者が安心して働ける場
所を拡充することが、町の重要課題だと思う。そ
のビジョンが全く見えない。中部横断道が開通
する4・5年後はどうなっているのか不安になる。
•�議員との懇談会に参加した感想…地元である
中富地区の会場へ参加したが、異常な雰囲気
に大変違和感を覚えた。質問者は学校問題に
終始し、地元住民の発言は、できない状況。会
場を分散し、地元の意見を議会に伝えること
ができずに残念。他の会場でも同じような状
況と聞いたが、発言者は、自分の意見のみ主張
する独裁的で、他の意見を聞き入れない民主
主義に反していると感じた。今後は、質問内容
を幅広く採用することを強く要望する。
•�保育所の統廃合も検討してほしい。

◆一般質問（№40−p13〜18）
•�同じ議員ばかりでなく、幅広く登壇してほしい。多くの議員の声が聞きたい。
•�学校統廃合は不同意が多い中、時期尚早と思える。身延中の耐用年数を考慮し、４
〜５年先でもよいのでは。その間に民意同意を得て、よい教育を目指してほしい。
過疎歯止め策が何もでてこないのはどんなものか。
•�教育長が、小学校が無くなれば地域が無くなるとは思わないと回答しているが、間
違った認識を町の教育行政を司る方が持っているから、問題が解決できないので
はないか。

◆討 論（№40−p6〜7）
•�反対意見に対し、賛成意見が国側の体制に向いていて町民側に向
いていない。軽自動車税の引き上げの件で、地方税の減収を補う
賛成意見があるが、一方で中学校新設の発議がでているのは矛盾
を感じる。

◆保育園めぐり（№40−p20）
•�園児に対する保育が、将来を見据えた内容で素晴らしい。
•�よい環境の中で、子ども達がのびのび育っている様子がうかがえる。
•�笑顔が絶えない保育園、エールを送ります。

◆研修報告、モニター通信等（№40−p19）
•�具体的な取り組み内容を詳しく報告してほしい。
•��モニターの意見等を読み、「議会だより」を読みなおしたり、今後
しっかり読んで、町政に関心を持つきっかけになるとよい。
•�視察研修は人口増加施策に活かしてほしい。

◆委員会レポート（№40−p8〜11）
•�２７年度からの交付税減額を踏まえ、２５年度決算を精査し、もっと厳しくチェック
をお願いしたい。
•�丸滝分譲地、３区画契約成立とあるが、将来も町内に住み続けたいと考えている若者
なのか？。若者定住促進事業であるから、周辺の環境整備を整えて充足率を高めても
らいたい。
•�あけぼの大豆を町外では知らない人が多い。特産品等生産促進事業予算を活用し、広
くPRして消費の拡大を図ることが必要。生産者にも報奨を。

◆25年度一般会計決算
（№40−p2〜3）

•�歳出の中身の説明、金額及び
※の補足説明もあり、読む気
を起こさせる。（町民に一番見
て欲しいページなので）
•�毎年、一人当たり１万円の支
出増が、今後大丈夫なのか気
がかりである。

３月定例会は、3 月上旬から中旬を予定しています。
日程等は決定次第、町政カレンダー、ホームページ等でお知らせします。
　◇問い合わせ先　議会事務局　電話０５５６−４２−４８０７

議会の傍聴に
お出かけください。

友だち・ご近所・
サークル仲間のみなさま
（おひとりでも、大歓迎）

（議会だより№４０の意見・感想等）

議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。

貴重なご意見等を参考に、町民の皆様が
読みやすい議会だよりを目指します。

モニター通信



保育所めぐり
　

原
保
育
所
は
飯
富
区
の
北

寄
り
に
位
置
し
、未
満
児
６
人
、

年
少
児
７
人
、
年
中
児
５
人
、

年
長
児
４
人
の
計
22
人
と
少
人

数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

方
た
ち
に
見
守
ら
れ
、
毎
日
を

元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

初
夏
、
園
庭
に
キ
ュ
ー
リ
・

ト
マ
ト
・
ナ
ス
・
ピ
ー
マ
ン
・

ス
イ
カ
を
植
え
、
大
き
く
育
つ

の
を
楽
し
み
な
が
ら
観
察
し
て

い
ま
す
。

　

朝
採
り
の
キ
ュ
ー
リ
は
、
味

噌
を
つ
け
て
食
べ
る
こ
と
が
、

子
ど
も
の
一
番
の
楽
し
み
で
あ

り
、大
好
物
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
近
所
の
方
の
好

意
に
よ
り
芋
ほ
り
を
行
い
ま
し

た
。

　

土
の
中
か
ら
出
て
く
る
い
ろ

い
ろ
な
形
の
サ
ツ
マ
イ
モ
や
虫

に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
貴
重
な

体
験
と
な
り
、
食
へ
の
意
欲
・

関
心
・
行
動
を
育
て
る
絶
好
の

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ケ
ア
ホ
ー
ム
飯
富
」・「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ぞ
み
」
に
、

年
長
・
年
中
児
で
訪
問
し
、
歌

や
ダ
ン
ス
、
肩
た
た
き
な
ど
で

お
年
寄
り
と
触
れ
合
う
こ
と
に

よ
り
、
お
年
寄
り
か
ら
は
「
子

ど
も
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
た
」

と
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
夢
中
に
な
っ

て
い
る
遊
び
が
あ
り
ま
す
。そ
れ

は
、ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
と
図
書
館

か
ら
借
り
て
く
る
絵
本
で
す
。　

　
　
　
　
　
　

パ
ズ
ル
は
最
高
１
４
０
ピ
ー

ス
、で
き
る
よ
う
に
な
る
と「
誰

よ
り
も
早
く
」
と
競
争
に
繋
が

っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
集
中
力
、持
続
力
、

創
造
力
、
達
成
感
を
養
い
、
積

極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
は
小

学
校
生
活
に
お
い
て
も
、
こ
れ

か
ら
の
成
長
過
程
に
お
い
て
も

役
立
つ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

●
地
域
に
見
守
ら
れ
て

● 

園
で
の
食
農
教
育

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
慰
問

● 

今
、夢
中
に
な
っ
て

　 

い
る
遊
び

保
育
園
・
保
育
所
め
ぐ
り
は
、
こ
の
号
を
も
っ
て

最
終
と
な
り
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

見て！！大きいお芋だよ。

むずかしいけど、楽しいな。

かわいいクリスマスツリーができたよ。

　
子
育
て
に
つ
い
て
悩
み

や
不
安
な
ど
お
持
ち
の
お

母
さ
ま
方
、
育
児
が
楽
し

く
な
る
方
法
を
一
緒
に
探

し
ま
し
ょ
う
。
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